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活 動 報 告

●福祉文教委員会●

◆行政視察

◎福岡県福岡市
「地域共生社会実現に向けて取り組んでいる地域福祉活動について」
「見守り推進プロジェクト」
　孤独死の防止などを目的に高齢者の見守り等を重層的に行っ
ている。
　①福岡見守るっ隊の結成②見守りダイヤルの設置③啓発活動
その中でも見守りダイヤルは福岡市がNPO法人に委託し安否
確認を行う取組で通報時はNPO職員が訪問し緊急時の早期発
見につながっている。

「買い物等支援推進事業について」
　高齢者の買い物支援の取組として①買い物先への送迎②臨時販売所の開設③移動販売車④宅配があり
『福岡 100PARTNERS（パートナーズ）』の登録制度をつくりサービス提供を行う企業・大学等と、支
援を希望する地域とのマッチングを行っている。
　そのほかCSW（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）として社会福祉協議会職員がアウトリーチの活
動を主に担当し、課題解決のための基盤づくりに貢献している。

◎山口県下関市「ふくふくこども館」
　下関駅ビル 3階の商業施設内の便利な立地にある子育て支
援拠点施設で、ユニークな遊具が多く揃うプレイランド、子ども
の年齢に合わせた遊び場所、交流スペース、多目的室、子ども
一時預かり室、相談室があり気楽に立ち寄ることができ、終日
利用できる施設は子育て世代を支えている。
　現在、駅西地区まちづくり構想などを進める高山市にとって複
合施設内の子育て交流広場のイメージとして参考になるもので
あった。

◎山口県下関市「コミュニティ・スクールについて」
　山口県は『地域教育力日本一』の取り組みとしてコミュニティ・スクール導入率 100％を達成している。
　県教育委員会に「地域連携教育課」を設置し「地域と共にある学校づくり」を強く推進し、市生涯学習
課が地域への呼びかけ、アプローチを担当。市学校教育課が学校側を担当することで連携が取れ、また、
人事異動等により「人が入れ替わっても持続できる取組か。」、問題発生時に「保護者や地域住民は学校
の味方、代弁者となってくれるか。」「未来の学校の姿を見据えたか。」と振り返りを行うことで地域連携
が強固なものとなっている。
　なかなか真似できることではないが、高山市のコミュニティ・スクール制度を今一度見直す必要性はあ
ると感じた。
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